
 
特別養護老人ホーム多気彩幸 

資格取得支援制度 

 

（趣旨） 

第 1 条 この制度は、職員が自発的意志に基づき、自己研鑽や福祉に関する技術の習得、

資格取得等のための講習会や研修会に参加する場合（以下「資格取得研修」という。）支

援するために、必要な事項を定める。 

 

（支援対象事業） 

第 2 条 特別養護老人ホーム多気彩幸（以下「施設」という。）が、支援する対象事業は、次の

各号のとおりとする。 

（１）福祉関係資格取得のための講習会、研修会等 

（２）その他施設長等が認める事業 

 

（支援の内容） 

第３条 施設が支援する内容は、次のとおりとする。 

（１）講習会、研修会等参加に必要な交通費。この場合、旅費規定を準用する。 

（２）講習会、研修会等に必要な負担金等（１資格１回に限り上限１万円） 

（３）講習会、研修会等の情報の提供 

（４）勤務日割振及び年休取得への配慮 

（５）資格取得のための図書の購入の負担金（１資格１回に限り上限１万円）  

   

（申請手続き） 

第 4 条 施設の支援を受けて資格取得研修を申請する職員は、別紙様式「自主研修受講申

請書」を施設長等へ提出しなければならない。 

 

（承認手続き） 

第 5 条 施設長等は、第 1 条、第 2 条及び業務の支障の有無を勘案し決定する。 

 

（勤務の取扱い） 

第6条 職員が資格取得研修に参加する場合は、原則として公休日又は年休日をあてるもの

とする。 

   

（結果報告） 

第 7 条 資格取得研修が修了した職員は、様式１によりその結果をすみやかに施設長に報告

しなければならない。 
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２ 資格取得研修において資格を取得した職員は、当該資格証の写しを施設長等に提出し

なければならない。 

 

（褒章金） 

第 8 条 自主研修により資格取得した職員には、請求（様式２）に基づき褒賞金を付 

与する。 

 ２ 褒賞金対象資格及び褒賞金額は次のとおりとする。 

（１）	 介護福祉士    ５，０００円 

（２）	 社会福祉士    ５，０００円 

（３）	 介護支援専門員  ５，０００円 

 

（返還義務） 

第 9 条 資格取得研修修了後、３年以内に退職した場合は、第 3 条第 1 項（２）、（５）に規定

する助成金の全額を返還しなければならない。 

 

附則 

 平成２９年 ５月 １日より施行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


